
 

「令和５年度 公民共創事業」に係る質問への回答 

 

○質問受付期間：令和５年２月 21 日（火）～令和５年３月 10 日（金） 

○質 問回答 日：令和５年３月 15 日（水） 

 

１ 神戸夜市の開催（テーマ①）にかかる質問 

（１）事業内容について 

質問 

① 「夜市」の要件（時間、必須コンテンツ等）をお教えください。 

② 開催規模と開催頻度では、どちらが重要と考えるか。 

③ 神戸ジャズ 100 周年関係者や JR との連携に際し、紹介など連携に向けて、観光

局から紹介等があるか 

回答 

① 開催時期により時間は異なりますが、おおよそ夕方から 22 時程度までを含む時

間帯での開催が望ましいと考えています。また、９月開催時のみ「神戸 JAZZ100

周年」は必須コンテンツになります。ただし、屋外での音出しについては、会場周

辺環境により、実施時間帯については調整させていただきます。 

② 「夜市」の実施目的として、「定着」させることを重要視しています。一過性の

イベントではなく、「神戸夜市」をブランディングし、より多くの市民・観光客に

楽しんでいただけるような取り組みであれば、規模・頻度にこだわっているわけで

はございません。 

③ 観光局から紹介します。 

 

 

（２）負担金使途について 

質問 
① 周遊先とする施設等への会場利用料等は使途として申請可能か。 

② 次年度自費での継続開催は必須か。 

回答 

① 主催者の関連団体以外の第三者が周遊先の施設等の運営を実施している場合、会

場利用料等の使途として申請いただくことは可能です。 

② 次年度以降の継続開催については必須ではありませんが、夜市のコンテンツを次

年度以降も継続して残していくことが本事業の目的であることから、次年度以降の

計画は審査のポイントとなっております。 

 

 

 

 

 

 



 

（３）詳細ルールについて 

質問 
① 雨天時の中止は可能か。順延が必要か。 

② 負担金支払いの時期はどのタイミングとなるか。 

回答 

① 募集要件（９月を含む３か月、土日を含む日程で各月１回以上）を満たしている

場合、中止は可能です。ただし、負担金額は総事業費の 2/3 となっていますのでご

留意ください。また、中止の場合は、広く周知する手段をあらかじめ確保してくだ

さい。 

② 原則、事業終了後になりますが、協議の結果、必要と認められる場合は、補助予

定金額の半額まで概算でお支払いすることが可能です。 

 

 

（４）評価項目について 

質問 
① 滞在型観光者のターゲットとして、どのようなエリアを想定しているか。（関西

圏、関東圏など） 

回答 
① 令和５年度は JR の大型キャンペーンが実施されることから、近隣都市圏に加え、

関西圏以外の広域からの集客を想定しています。 

 

 


